
　　　　

2025 年 3 月 12 日

平日・長期休み
土曜日

8
8

時
00
00

分から
18
17

時
00
00

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス　ポロカ上河原事業所 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念 基本理念：〈5つの心〉心を磨く・心を育てる・心の目で見る・心を動かす・心から生活を楽しむ

支援方針
集団活動を通じて、苦手な事や課題に取り組むことで、児童の「できる」「できた」を増やし、自信に繋げていく。
子どもの「楽しい」という感情を引き出し、夢中になって体を動かし遊ぶことをテーマに支援していく。

営業時間 送迎実施の有無 ※学校への送迎のみ

支　援　内　容

本
人
支
援

・来所後、荷物の整理整頓や手洗いなどの行動をスケジュール化することで、身だしなみや清潔に対する意識向上を図り、日常生活での身辺自立を促します。
・クッキングを通じて、偏食や食に興味のない児童にも、自分で作る楽しさや食材に触れる機会を作り、食への関心を高めます。

粗大運動や微細運動、協調性を取り入れた縄跳び・跳び箱・リズムジャンプや製作活動等を通して、体幹や手先の感覚を鍛え、日常動作のスキル向上を図ります。

・心理士が個別活動を通じて、個々の苦手とすることを獲得できるよう支援していきます。（空間・時間・数等の概念形成の習得/気持ちや言葉の発信方法）
・季節ごとの行事を取り入れ、四季の変化や文化を感じ、感性の形成を図ります。
・買い物や図書館等の外出活動では、楽しみながら公共のルールを知り、守ることができるよう支援を行います。

人との関わりの中で、自分の思いの発信や相手への伝え方を習得していけるよう支援を行います。また、言語でのコミュニケーションが難しい児童には、絵カードや指差し、身ぶり等を使
用して、一人ひとりに合わせた取り組みを行います。

・集団活動では、ルールや順番を守りながら遊びを楽しみ、協調性を育みます。
・外出を通じて、地域の方との関わりを持ち、コミュニケーション能力の向上を図ります。

主な行事等
・運動療育　・制作活動　・外出イベント（公園・工場見学・お買物・外食など）　・クッキング
・季節のイベント（夏祭り・登山・クリスマス会・正月遊び・お餅つきなど）

家族支援
・モニタリングや面談を行い、児童の様子の共有や課題の見直しを行います。
・保護者対応時、その日の様子や取り組みをお伝えします。

移行支援
・将来的な生活スタイルを想定し、環境を整え、スキルアップできるため
の準備を行う。（学童・留守番・学校からの帰宅）
・保護者と情報共有をし、連携を図りながら支援を行う。

地域支援・地域連携 学校・他事業所・医療機関との連携を行います。 職員の質の向上
職員の知識・技術向上のため、研修に参加しています。（外部研修・内部
研修）


